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ん協会が制作したがん教育用のアニメ
動画「よくわかる！がんの授業」を使
って、がん検診の大切さなどを講義し
た。その後、神奈川県立がんセンター
の患者会「コスモス」の緒方真子・世話
人代表が、「がんを体験して思うこと
～今、あなたに伝えたいこと」と題し
て経験を話した。
　「よくわかる！がんの授業」は、クイ
ズ形式でがんについて学べる内容で、

中学生・高校生向き保健体育の学校教
育教材として「文部科学省選定」の評価
を受けたものだが、この日の授業では
中川准教授が小学生向けにやさしい説
明を加えるなどして解説した。
　緒方さんは、45歳のときに子宮頸
がんに、50歳のときに肝臓がんにか
かったが、いずれも検診による早期発
見で手術治療ができた。その頃に夫と
長女、長男との家族のきずなによって

らったことがきっかけで、その後ずっ
と禁煙ができたというエピソードも紹
介していた。
　中川准教授と緒方さんの話を受けて
児童らは、「がん予防のためにできる
ことは何だろう」をテーマにグループ
に分かれて話し合い、「家族に検診を
受けてもらう」「たばこの煙を吸わない
ようにする」などと、授業で学んだこ
とを発表し合っていた。（本多昭彦）

がん闘病を乗り越えてきた経
験を、絵本のようなスライド
を使って児童らにやさしく語
りかけた。講演では１日に
60本以上たばこを吸ってい
て、なかなか禁煙が続かなか
った夫が、小学生だった長男
から、禁煙を続けられたこと
を讃える手書きの表彰状をも

　神奈川県大磯町立国府小学
校で１月17日、がん教育の
出張授業が実施された。日本
対がん協会の神奈川県支部
（かながわ健康財団がん対策
推進本部）の主催で、６年生
117人を対象に、中川恵一・
東京大学医学部附属病院准教
授が自ら監修して、日本対が

各地で広がるがん教育　教材も学校現場で活用

　文部科学省は２月17日、小中学校
の学習指導要領の改定案を公表した。
このうち、21年度から実施される中
学校の学習指導要領案では、保健体育
の指導内容に関して「がんについても
取り扱うものとする」と明記された。
　一方、20年度から実施される小学
校の学習指導要領案ではがんについて
の記述は盛り込まれなかったが、昨年
改正されたがん対策基本法でもがん教
育の推進が明記されており、同省は４
月から学校でのがん教育を地域の実情
に応じて全国展開する方針だ。

　学習指導要領は、各学校で教育課
程（カリキュラム）を編成する際の基準
で、各教科等の目標や大まかな教育内
容を定めている。中学校学習指導要領
案で「がんについても取り扱うものと
する」と記載されたのは、保健体育の
保健分野の指導内容の中で、「健康な
生活と疾病の予防について理解を深め
ること」とした項目の取り扱いを示し
た部分。
　具体的な指導内容は、来年度中に検
討・作成が見込まれている学習指導要
領解説に示され、保健体育の教科書編

集の参考にされる。
　同省は2015年度からがん教育の総
合支援事業としてモデル校を指定して
がん教育のモデル授業を実施してきて
おり、16年度は24道府県２政令市の
26自治体137校で実施された。17年度
からは教員や外部講師向けの研修会を
各都道府県で実施し、各都道府県のが
ん対策部局と連携を取りながら、地域
の実情に応じてできるところから広く
がん教育を展開していく方針だ。
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神奈川県大磯町立国府小学校

　日本対がん協会は今年度も各地の小中学校などで出張授業を行い、教員や学校医、栄養士など向けの研修
会にも協力した。今年度は特に教材作りに力を注ぎ、がん教育のための映像教材や、小児がんへの理解を促
進するための絵本タイプのがん教育読本などを作成した。
　文部科学省が来年度からがん教育の全国での展開を考えていることもあり、各地の学校や保健所などから
これらの教材を使いたいと言う要望が沢山寄せられている。日本対がん協会の各地での活動をレポートする
（４面、５面に続く）。


